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都庁職衛生局支部

再生紙を使用しています

９
月
９
日
（
火
）
19
時
よ
り
09
年
度
の
予
算
人
員
要
求
に
関
し

て
、
各
分
会
代
表
に
よ
る
病
院
経
営
本
部
と
の
団
体
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
高
橋
職
員
課
長
、
中
村
医
療
人
材
担
当
副
参
事
が
対
応

し
ま
し
た
。
既
に
提
出
し
た
各
分
会
要
求
に
対
し
当
局
よ
り
回
答

を
受
け
、
そ
の
後
さ
ら
に
各
分
会
か
ら
発
言
し
ま
し
た
。

輝け９条！都庁から発信

９条は世界に広がっています。９条を愛する都庁に働くすべての人へ

都庁９条の会つどい PartⅡ講演会
～世界に学び仕事に暮らしに憲法を～

人間はだれでも愛される権利がある

現役ジャーナリストが憲法を活かす世界の人々を熱く語ります

と き １０月９日（木） １８：３０～
ところ 都庁第２庁舎３２階都庁職会議室
お 話 伊藤千尋(いとうちひろ)

(ジャーナリスト/朝日新聞記者)
会 費 ２００円（支部が負担します）

講師プロフィール

1949年、山口県生まれ。キューバ砂糖キビ刈り国際部隊員、東大ジプシー探検

隊長。74年朝日新聞入社、84年中南米特派員、「アエラ」編集部員、91年バル

セロナ支局長、93年川崎支局長、95～98年「地球プロジェクト21」NGO・国際

協力チーム担当、98年創刊120周年記念朝日メディア・シンポジウムを企画。

99年５月から外報部所属。2000年アジア記者クラブ代表。2001年9月から朝日

新聞ロサンゼルス支局長。2004年4月9日帰国。朝日新聞外報部。「地球市民の

会神奈川」顧問。

病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉渉

１
、
病
院
経
営
本
部
回
答

（
高
橋
職
員
課
長
）

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
要
求
は
、

年
間
通
し
て
各
病
院
と
話
し
把
握

し
て
い
る
。
衛
生
局
支
部
の
要
求

内
容
に
つ
い
て
の
回
答
は
現
段
階

で
具
体
的
に
踏
み
込
め
な
い
も
の

も
あ
る
。
Ｈ
21
年
度
予
算
は
税
制

問
題
も
あ
り
、
厳
し
く
検
証
を
し

て
い
る
。
医
師
確
保
、
看
護
師
採

用
等
の
と
り
く
み
は
着
実
に
行
っ

て
い
る
。

医
師
確
保
は
深
刻
な
状
況
に
あ

る
が
、
処
遇
改
善
を
行
い
一
定
程

度
改
善
し
た
。ま
た
、医
師
ア
カ
デ

ミ
ー
の
運
営
に
よ
り
安
定
し
た
確

保
を
目
指
し
、
全
て
の
病
院
の
医

師
と
懇
談
し
要
望
も
聞
い
て
い
る
。

看
護
師
は
欠
員
の
状
況
が
続
い

て
、
現
場
に
負
担
を
か
け
て
い
る
。

来
年
の
採
用
は
今
年
度
２
８
０

人

↓

３
８
０
人
と
１
０
０
名
増
し

今年もやります！

第６回

わいわい生協まつり
日 時 １０月１日（水）１８時～
会 場 都庁第１庁舎３２階 南側
参加券 ５００円
（組合員の方にはチケットを事前に無料で配布します）

今年の目玉

三崎マグロの解体ショー
その場で見て召し上がれます
お楽しみに！

もれなく差し上げます

山形おきたま米（三合）参加者全員にプレゼント

ご来場お待ちしています。

た
。
し
か
し
看
護
師
採
用
を
取
り

巻
く
状
況
が
厳
し
い
た
め
、
採
用

試
験
も
年
齢
を
引
上
げ
専
門
試
験

も
廃
止
と
し
た
。
定
着
対
策
と
し

て
医
療
人
材
担
当
を
各
病
院
に
置

き
、又
、各
業
務
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
検
討
し
て
い
る
。

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
要
望
は
、

施
設
に
関
し
て
は
財
務
の
担
当
に

伝
え
て
行
く
。
日
々
状
況
が
変
わ

る
中
、
半
歩
先
に
進
ん
で
い
け
る

よ
う
取
り
組
む
。

２
、
各
分
会
か
ら
の
発
言

府
中
病
院
分
会

（
岡
田
分
会
長
・
清
宮
書
記
長
）

病
棟
夜
勤
体
制
は
３
人
体
制
に

し
て
ほ
し
い
。
在
院
日
数
の
減
少

や
稼
動
可
動
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
点
滴
自
己
抜
去
・
転

倒
な
ど
医
療
事
故
の
対
応
も
あ
る
。

無
定
数
で
も
内
視
鏡
・
心
カ
テ

な
ど
は
、
外
来
や
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
か
ら
応
援
体
制
を
と
っ
て
お

り
、
Ｅ
Ｒ
も
運
用
定
数
で
対
応
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
定
数
化
し
て
ほ
し

い
。新

規
採
用
者
の
「
臨
床
指
導
研

修
」
は
３
年
目
だ
が
、
手
厚
く
や

さ
し
く
指
導
し
て
も
夜
勤
に
入
れ

な
い
新
人
も
い
て
、
新
人
を
入
れ

て
の
定
数
で
の
指
導
体
制
は
問
題

で
あ
る
。
中
堅
看
護
師
も
疲
れ
て

い
る
。

栄
養
科
で
は
調
理
が
委
託
さ
れ
、

栄
養
士
の
指
導
が
増
え
る
な
ど
役

割
が
多
く
な
っ
て
お
り
増
員
を
お

願
い
し
た
い
。

看
護
師
も
ス
ト
レ
ス
が
高
く
な

っ
て
い
て
、
病
欠
で
休
む
人
も
い

る
。
医
師
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
が
、「
や
め
た
い
」「
や
め
た
い
け

ど
や
め
ら
れ
な
い
」
合
わ
せ
る
と

約
50
％
も
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

清
瀬
小
児
病
院
分
会

（
徳
平
書
記
長
）

現
在
、
医
療
セ
ン
タ
ー
に
む
け

救
急
の
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
は
い

い
が
、
人
員
が
確
保
さ
れ
て
な
い

た
め
、
運
用
で
対
応
し
て
い
る
。

専
門
外
来
は
病
棟
助
勤
体
制
だ
が
、

外
来
・
病
棟
と
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
。
昨
年
か
ら
過
員
配
置
で
対

応
し
て
い
る
３－

２
病
棟
を
来

年
度
は
ぜ
ひ
定
数
化
し
て
ほ
し
い
。

各
病
棟
１
～
２
名
欠
員
の
中
で

ひ
と
り
あ
た
り
夜
勤
が
10
回
、
多

い
人
は
12
回
と
い
う
状
態
が
続
い

て
い
る
。
都
立
病
院
や
大
都
市
の

自
治
体
病
院
の
な
か
で
も
、
夜
勤

数
が
一
番
多
い
と
い
う
最
悪
な
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
態
が
続
く
と
ス
タ
ッ
フ
の
働
く

意
欲
低
下
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、

小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
向
け

て
も
何
が
何
で
も
人
の
確
保
を
お

願
い
し
た
い
。

看
護
師
の
新
人
研
修
体
制
は
、

定
数
内
で
の
対
応
の
た
め
新
人
・

ス
タ
ッ
フ
と
も
に
大
変
で
あ
る
。

定
数
外
で
１
～
１
年
半
の
研
修
期

間
に
し
て
ほ
し
い
。
指
導
も
時
間

外
で
の
対
応
も
多
く
、
ス
タ
ッ
フ

・
看
護
長
は
精
神
的
に
も
大
変
だ
。

医
療
セ
ン
タ
ー
に
む
け
て
、
新

人
だ
け
で
な
く
小
児
医
療
に
興
味

が
あ
る
人
を
募
集
す
る
な
ど
来
年

度
か
ら
増
員
し
て
ほ
し
い
。
特
に
、

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、
新
た
な
診

療
科
の
研
修
・
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、

な
ど
必
ず
お
願
い
し
た
い
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
、
医
療
機
器

の
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。
当
院
は
古
い
機
材

も
多
い
た
め
、
持
ち
込
め
な
い
と

考
え
て
い
る
。

八
王
子
小
児
病
院
分
会

（
森
越
副
支
部
長
）

研
修
医
が
増
え
て
い
る
た
め
関

連
し
て
看
護
師
の
業
務
が
増
加
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
小
児
病
院
は
「
５

：

１
」
の
体
制
に
し
て
欲
し
い
。

８
月
は
家
族
の
希
望
も
あ
り
人
工

呼
吸
器
患
者
の
お
あ
ず
か
り
入
院

が
あ
り
、
１
病
棟
５
台
呼
吸
器
の

状
態
も
あ
っ
た
。

総
定
数
削
減
方
針
の
中
で
配
置

が
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ぜ

ひ
保
育
士
を
定
数
化
し
て
欲
し
い
。

リ
ハ
ビ
リ
も
Ｓ
Ｔ
な
ど
総
合
的

に
対
応
で
き
る
体
制
、
人
員
配
置

を
お
願
い
し
た
い
。

職
員
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
見

え
な
い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。

神
経
病
院
分
会

（
松
村
分
会
長
）

以
前
削
減
さ
れ
た
事
務
1
名
、

共
通
診
療
科
看
護
師
1
名
を
復
活

し
て
欲
し
い
。

Ｈ
21
年
度
よ
り
電
子
カ
ル
テ
導

入
だ
が
、
混
乱
な
く
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
よ
う
研
修
や
配
置
な

ど
予
算
化
し
て
ほ
し
い
。

都
立
病
院
第
２
次
実
行
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
神
経
病
院
の
移
転
計

画
が
ま
だ
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。

府
中
病
院
の
移
転
が
Ｈ
22
年
度
だ

が
、
そ
の
後
に
早
く
移
転
で
き
る

よ
う
な
計
画
に
で
き
る
だ
け
し
て

欲
し
い
。

３
、
質
疑

（
病
院
経
営
本
部
）

看
護
業
務
の
密
度
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
定
数
要
求
に
関
し
て
は
、

ど
れ
ぐ
ら
い
過
員
に
な
る
か
で
定

数
配
置
が
で
き
る
事
も
あ
る
。
人

員
要
求
に
関
し
て
は
ご
意
見
を
ふ

ま
え
対
応
し
た
い
。

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
情
報
が

少
な
い
件
に
関
し
て
は
、
明
確
に

出
来
な
い
部
分
も
あ
る
が
所
管
に

伝
え
る
。
力
を
合
わ
せ
、
人
員
確

保
は
し
て
い
き
た
い
。

（
衛
生
局
支
部
）

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
は
人
員
・
予

算
は
ど
の
時
点
の
予
算
要
求
に
か

ら
ん
で
く
る
の
か

（
病
院
経
営
本
部
）

Ｈ
21
年
度
予
算
と
考
え
ら
れ
る

が
、
お
答
え
で
き
る
も
の
は
明
確

に
は
な
い
。
準
備
に
間
に
合
う
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

看
護
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
ど
れ

ぐ
ら
い
担
保
で
き
る
か
に
も
よ
る
。

保
育
士
定
数
に
関
し
て
は
、
人

事
当
局
は
総
数
で
考
え
る
た
め
難

し
い
。
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要 求 事 項 回 答
１ 島しょ保健所の大島出張所新島支所、神津島支所、

三宅出張所の栄養士の欠員補充を早急に行うこと
２ 欠員補充のための今までの経緯を明らかにすると
ともに、今後採用などを含めどのような取組をする
のか明らかにすること

３ 健康増進法に基づく管理栄養士の配置計画をどの
ようにするのか明らかにすること

早期の欠員補充に向けて、引き続き努力していく。

引き続き、庁内公募により広く庁内から人材を掘り起こしていく。特に福祉保健局に勤
務する栄養士に対しては、庁内公募とは別途、島しょ勤務の意向調書を行い、人材の掘
り起こしに努めていく。
また、新規採用職員の配置を目的した関係局への継続した働きかけを行っていく。
こうした取組により、欠員補充を図っていく。
健康増進法には、①住民の健康の増進を図るために必要な栄養指導のうち、特に専門的
な知識及び技術を必要とするものを行う、②特定かつ多数の者に対して継続的に食事を
供給する施設に対し、栄養管理の実施について必要な指導及び助言を行う、などについ
ては、栄養指導員を任命された医師又は管理栄養士が行うこと(法第18、第19条)とされ
ており、必要な職員の配置は行っていくべきと考える。

再生紙を使用しています

東
京
都
の
保
健
所
は
、
平
成
９
年
度
と
16
年
度
に
２
回
の
統
廃
合

が
行
わ
れ
、
31
ヵ
所
（
17
保
健
所
、
14
保
健
相
談
所
）
か
ら
、
昨
年

４
月
に
は
八
王
子
保
健
所
が
市
に
移
管
さ
れ
６
ヵ
所
に
な
り
ま
し

た
。
石
原
都
政
の
９
年
間
で
職
員
定
数
が
２
５
２
名
も
削
減
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
で
は
「
貧
困
と
格
差
」
が
広
が
り
、
社
会
保
障
制
度
の
改
悪

が
さ
ら
な
る
拍
車
を
か
け
て
、
虐
待
や
精
神
疾
患
の
増
加
、
餓
死
や

孤
独
死
な
ど
悲
惨
な
事
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
麻
疹
や
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
集
団
感
染
、
食
品
の
偽
装
事
件
な
ど
、
公
衆
衛

生
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
域
化
と
大
幅
な

定
数
削
減
が
行
わ
れ
、
迅
速
で
的
確
な
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
は
何
か
起
こ
る
た
び
に
、
も
よ
り
の
保
健
所
に
相
談
を
促
し

ま
す
。
各
部
交
渉
で
は
も
保
健
所
の
頑
張
り
や
協
力
な
し
に
は
成
り

立
た
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
各
部
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、

次
の
5
つ
の
点
を
要
求
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
強
化
に
関
連
し
た
人
員
増
要
求

都
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
と
し
て
補
正
予
算
を
組

み
ま
し
た
。
現
場
で
も
発
生
時
の
訓
練
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

状
の
体
制
で
対
応
で
き
る
の
か
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
現
在
も
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
や
Ｏ
１
５
７
な
ど
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
感
染
症

発
生
に
対
応
し
、
感
染
症
係
は
慢
性
的
な
超
勤
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。感

染
症
発
生
時
に
は
、
保
健
師
や
医
師
は
も
と
よ
り
、
状
況
に
よ

っ
て
食
品
衛
生
監
視
員
や
環
境
衛
生
監
視
員
と
協
同
で
対
応
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
感
染
症
は
初
動
対
応
が
重
要
で
す
が
、
複
数
の
感

染
症
が
発
生
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
人
手
不
足
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
が
い
い
例
で
す
。都
民
の
不
安
や
パ
ニ
ッ
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
、

保
健
所
で
は
日
中
は
も
と
よ
り
、
保
健
師
が
夜
間
と
休
日
に
交
代
で

ひ
ま
わ
り
に
泊
ま
り
こ
み
、相
談
や
医
療
機
関
連
携
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
、
保
健
所
全
体

で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
感
染
症
係

の
人
員
体
制
は
不
十
分
で
す
。
都
の
エ
イ
ズ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
も
昨

年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
え
て
お
り
対
策
の
強
化
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。
感
染
症
係
の
保
健
師
と
保
健
対
策
係
の
事
務
職
の
増
員
を
お
願

い
し
ま
す
。

全
て
の
専
門
職
種
の
人
材
育
成
と
組
織

育
成
の
た
め
に
、
計
画
的
な
採
用
と
増
員

①
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
、
診
療
放
射
線
技
師
な
ど
の
少
数
職
種

の
採
用
が
、
10
年
以
上
行
わ
れ
て
い
な
い
一
方
で
退
職
者
が
続

き
ま
す
。
公
衆
衛
生
行
政
に
お
け
る
専
門
職
と
い
う
こ
と
を
ふ

ま
え
計
画
的
な
採
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
食
品
や
環
境
な
ど
の
衛
生
監
視
は
、
食
品
や
環
境
の
安
全
が
こ

れ
ほ
ど
騒
が
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
20
年
度
定
数
で
あ

わ
せ
て
６
名
も
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
20
年
度
末
で
は
保
健
所
だ

け
で
14
名
が
退
職
し
ま
す
。
食
の
安
全
、
都
民
の
健
康
を
守
る

た
め
に
も
増
員
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
薬
剤
師
は
、
21
年
度
に
薬
事
法
の
改
正
で
医
薬
品
販
売
業
の
許

可
体
系
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
新
し
い
許
可
業
態
の

大
量
申
請
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
般
医
薬
品
販
売
に
関

す
る
遵
守
事
項
の
強
化
に
伴
い
、
監
視
業
務
の
増
大
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

③
医
師
の
欠
員
問
題
も
深
刻
で
す
。
保
健
所
の
機
能
強
化
の
目
玉

だ
っ
た
健
康
危
機
管
理
担
当
の
医
師
５
名
と
町
田
保
健
所
の
感

染
症
対
策
係
の
医
師
が
欠
員
の
ま
ま
で
す
。

④
保
健
師
な
ど
の
年
度
途
中
の
産
休
・
育
休
の
非
常
勤
職
員
は
限

ら
れ
た
業
務
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
非
常
勤
の
保
健
師
は
市
町
村

か
ら
も
引
っ
張
り
だ
こ
で
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

ど
の
職
種
も
専
門
知
識
を
生
か
し
、
行
政
機
関
と
し
て
幅
広
い

役
割
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
技
術
は
一
朝
一
夕
で
培
わ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
幅
な
定
数
削
減
と
採
用
抑
制
に
よ
り

様
々
な
困
難
が
生
じ
て
い
る
中
で
、
新
た
な
問
題
へ
の
対
応
、
公

衆
衛
生
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
定
数
増
と
計
画
的
な
採

用
に
よ
る
人
材
の
育
成
を
求
め
ま
す
。

「
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
」
機
能
を
強

化
医
療
法
の
第
５
次
改
正
に
伴
い
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
保
健
医

療
係
に
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
医
事
関
係
業
務
も
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、
専
門
知
識
を
伴

う
だ
け
に
、
薬
剤
師
に
か
か
る
負
担
は
も
と
よ
り
、
保
健
師
、
歯

科
衛
生
士
、
事
務
の
４
名
の
定
数
で
窓
口
や
相
談
業
務
を
こ
な
す

こ
と
は
不
可
能
で
、
再
雇
用
職
員
や
賃
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。
昨
年
秋
か
ら
は
有
床
診
療
所
の
立
入
検
査
も
行
っ
て

お
り
、今
後
、無
床
診
療
所
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
医
療
監
視
員
と

し
て
法
的
根
拠
に
基
づ
く
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

立
入
検
査
の
経
験
が
な
い
職
員
が
、
十
分
な
研
修
も
な
い
ま
ま
に

業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
の
あ
り
方
の
検
討
と
、
少
な
く
と
も
医
療
監
視
を
専
門
に
担

う
職
員
を
増
員
し
て
く
だ
さ
い
。

町
田
保
健
所
の
市
移
管
問
題

町
田
保
健
所
は
２
０
１
１
年
の
移
管
を
目
指
し
て
、
現
在
協
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
田
保
健
所
は
、
平
成
9
年
度
の
統
廃
合

時
よ
り
、
八
王
子
保
健
所
と
同
様
に
人
口
規
模
や
事
業
所
の
数
の

多
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
定
数
は
不
当
に
少
な
く
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
町
田
市
と
の
協
議
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
要
望
も
踏
ま

え
、慎
重
か
つ
十
分
な
準
備
期
間
を
確
保
す
る
よ
う
要
求
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
丁
寧
な
移
管
が
出
来
る
よ
う
専
門
職
種
等
の
増
員
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
町
村
格
差
に
対
す
る
都
の
責
任
を
明

確
に
し
、
支
援
の
強
化
を
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島しょ保健所栄養士の欠員補充のための早急な対策を
島しょ保健所大島出張所及び三宅島出張所では栄養士が欠員のまま何年も放置されています。島しょ保健所は、支部は違いますが、業務の連携

や異動等で緊密な関係があり、これ以上の欠員状態を放置できないと考え、８月１９日に福祉保健局に対し要求書を提出しましました。
局の回答は必ずしも実効性のあるものではありませんが、今後も局の対応をみながら欠員補充のための要求を重ねていくこととします。

地
域
保
健
法
施
行
以
降
、
市
町
村
に
様
々
な
事
務
事
業
が
移
管

さ
れ
ま
し
た
が
、
専
門
職
種
の
配
置
に
格
差
が
あ
り
、
厳
し
い
行

財
政
基
盤
と
住
民
の
健
康
要
求
と
の
狭
間
で
難
し
い
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
法
の
改
正
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
障
害
者
自
立

支
援
法
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導
な
ど
、
次
か
ら
次
と
新
た
な
法

律
に
よ
る
事
務
事
業
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の

事
業
の
あ
り
方
も
見
直
さ
れ
始
め
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
行

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
ま
や
、「
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
へ
」と
い
う
言
葉
は
、

負
担
増
を
押
し
付
け
る
代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
格
差
が
広
が

る
中
で
、ど
の
自
治
体
に
住
ん
で
い
て
も
、公
衆
衛
生
の
水
準
に
較

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
都
と
し
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
確

立
す
る
こ
と
は
焦
眉
の
課
題
で
す
。
都
と
し
て
市
町
村
へ
の
補
助

金
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
制
度
の
狭
間
や
隙
間
に
埋
も
れ
て
い
る

問
題
へ
の
対
応
等
、
社
会
的
弱
者
を
作
り
出
さ
な
い
た
め
の
施
策

の
強
化
、そ
し
て
、人
的
・
技
術
的
な
支
援
を
確
固
た
る
も
の
と
す

る
た
め
に
保
健
所
の
強
化
、
特
に
人
員
増
を
再
度
強
く
求
め
ま
す
。

９
月
９
日
号
に
引
き
つ
づ
き
、交
渉
で
の
発
言
を
掲
載
し
ま
す
。

４
名
が
発
言
し
、
石
井
副
支
部
長
は
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

の
建
て
か
え
問
題
等
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

保
健
所
機
能
の
拡
充
・
強
化
に
つ
い
て

高
橋
書
記
次
長

看護対策委員会学習会

「勤務体制について考える」

日 時 10月４日(土)13:00～(12:30開場)

場 所 都庁職大会議室

(都庁第２庁舎32階)

講 演 「全国の看護師勤務体制の動向」

基調報告 各都立病院および

公社病院の状況と問題点

２交替勤務導入が加速していくことが予想さ

れます。「働きやすい勤務」、「労働条件から見

た問題点」、「定年まで働き続けられる勤務」、

「２交替勤務は時代の流れ？」など様々な視

点から一緒に考えましょう。


